
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君たちが日々受ける授業では、様々な世界の扉が

開けられます。数学や物理などの数理的な世界があ

るかと思えば、国語や英語といった言語の世界もあ

ります。動植物や物質を通した驚きの自然界を知る

一方で、歴史と今が作り出す人々の物語も語られま

す。さらには、身体を使う面白さを体感し、心動か

す芸術の世界にも触れます。そして、大切な家族と

生きる知恵さえも習得していくのです。でも、これ

らの中に、君にとって最も大事な時間が抜けている

のを知っていますか？ 

それは、学んだ世界を束ね考える「君自身の時間」

です。宮崎西高校で実施する「君にしか書けない論

文コンテスト」は、君が学んだ世界から、自分自身

の興味を発見し、君がなすべきことを見つけ出す時

間です。略して「きみろん」と呼ばれています。 

 

「きみろん」のテキストは、君の「感性」こそが、

新しい発見の羅針盤となる、という基本姿勢で作

られています。右は、先輩Ｓ君が１年生のときに書

いた「スクランブルエッグのつくり方」です。模試

のリスニングがヒントになって研究が始まったと

いいます。「こんなのは論文じゃない」と思います

か？ 

テキストでは、論文なのか、論文じゃないのか

を、「論文の構造」の視点から分析していきます。

それが、自分がテーマを発見するときの大きな力

となるのです。 
 君のテーマは日常の中に隠れている。 

（「きみろん」のテキストから） 

きみろんⅠ・Ⅱ 

どうやって研究するの？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラミングを独学で学んで

いたＴ先輩は、漢文を読める人工

知能の開発を始めた。 

（「きみろん」のテキストから） 

先輩の論文が教えること 

「研究すること」は、どんな意味を持つのでしょう。

１人の先輩の話をします。 

右の論文は、テキストに掲載されている論文です。論

文の作者をＴ君としましょう。彼は１年生のときに、こ

の論文を書きました。なぜこの研究をしようとしたの

かなどの「導入」や、結局どのようになったのかという

「結果」は書かれていなかったにもかかわらず、審査で

は中身のすばらしさで審査員特別賞になったもので

す。 

Ｔ君はこの論文を書いた後、２年生になって東工大・

阪大の主宰するスーパーコンピューティングコンテス

トに仲間３人で参加することになります。すると全国

で３位にはいるとともに、注目されるプログラミング

やアルゴリズムに送られる「情報処理学会若手奨励賞」

を受賞してしまいます。 

さらには、この年の情報オリンピックの国内予選を

突破し、２０１９年８月に実施された第３１回国際情

報オリンピック・アゼルバイジャン大会へ日本代表と

して参加、見事銀メダルを獲得するのです。 

自分のテーマを見つけるということがどのくらいす

ばらしいか分かりましたか。 

そうです。「研究する」ことは、「自分を見つける」こ

とと同じといってもいいかもしれません。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文には数理的な根拠がいる 

「研究する」ことは、「調べ学習」とはまったく違います。「研究する」上で大事なことは、数理的な根拠を

はっきりさせる、ということです。それは再現性があるということと同じで、君が主張することの明確な根拠

となるのです。Ｋ先輩は、太宰治の小説が好きで、その小説の特徴を研究することにしました。太宰治の作品

毎に一文の長さを無作為に調べて、その統計的な分布を調べてみたのです。するとある興味ある特徴を、小説

の中に発見します。そのような「数理的な方法」は、高校で少しずつ学んでいきます。「きみろん」とあわせて、

普段の授業の中にも研究のヒントが隠れているのです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文は世界中で読まれる 

論文が仕上がってくると、それを読んでもらうために

右図のように論文題名と副題の下に「要約」を書きます。

どんな内容なのかを簡潔に結論までしっかり書いてお

くと、同じ分野を研究している人が読んでくれます。 

さらには、同じ分野を研究している人は、日本人ばか

りではありません。論文の要約を英文に翻訳したものを

最後に仕上げていきます。科学研究の標準語は英語にな

っているからです。 

 

これらのことが出来上がってくると、自分の研究をポ

スター一枚にまとめることができます。これを使って自

分の研究を紹介するのが、「ポスターセッション」といわ

れるものです。「きみろん」のテキストでは、このポスタ

ーをどのように作るかも、実例を使って説明してありま

す。 

 

どうでしょうか。「きみろん」のテキストは、先輩たち

の論文を分析しながら、仲間とともに学びあい、自分の

研究はどうやって行くかを考えていくまったく新しい

学びの指南書です。この指南書を使って、「君にしか書け

ない論文」を高校時代に３年かけて創り上げてくださ

い。きっと以前は思いもよらなかった「未知の我」を発

見することになると思います。 


